
(57)【要約】

【課題】移動端末をデータ転送の媒体として、基地局間

でデータ転送をする場合に、適切な経路を選択し、ネッ

トワーク全体にかかる負荷を低減することができるデー

タ転送方法等を提供する。

【解決手段】基地局は、接続した移動端末の移動範囲に

、送信すべきデータの宛先端末と接続可能性の高い宛先

基地局を含むか又は近いか否かを判定し、真と判定した

場合、接続した移動端末へデータを送信する。移動端末

は、接続した基地局が、送信すべきデータの宛先端末と

接続可能性の高い宛先基地局か又はその宛先基地局に近

いか否かを判定し、真と判定した場合、接続した基地局

へデータを送信する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 基 地 局 と 通 信 す る 移 動 端 末 を 媒 体 と し て 、 送 信 元 端 末 か ら 宛 先 端 末 へ デ ー タ を 転
送 す る デ ー タ 転 送 方 法 に お い て 、
　 前 記 基 地 局 は 、 接 続 し た 前 記 移 動 端 末 の 移 動 範 囲 に 、 送 信 す べ き デ ー タ の 宛 先 端 末 と 接
続 可 能 性 の 高 い 宛 先 基 地 局 を 含 む か 又 は 近 い か 否 か を 判 定 す る 第 １ の ス テ ッ プ と 、
　 前 記 基 地 局 は 、 第 １ の ス テ ッ プ に つ い て 真 と 判 定 し た 場 合 、 接 続 し た 前 記 移 動 端 末 へ 前
記 デ ー タ を 送 信 す る 第 ２ の ス テ ッ プ と 、
　 前 記 移 動 端 末 は 、 接 続 し た 前 記 基 地 局 が 、 送 信 す べ き デ ー タ の 宛 先 端 末 と 接 続 可 能 性 の
高 い 宛 先 基 地 局 か 又 は 該 宛 先 基 地 局 に 近 い か 否 か を 判 定 す る 第 ３ の ス テ ッ プ と 、
　 前 記 移 動 端 末 は 、 第 ３ の ス テ ッ プ に つ い て 真 と 判 定 し た 場 合 、 接 続 し た 前 記 基 地 局 へ 前
記 デ ー タ を 送 信 す る 第 ４ の ス テ ッ プ と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る デ ー タ 転 送 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 基 地 局 は 、
　 前 記 移 動 端 末 の 移 動 範 囲 を 表 す た め に 、 移 動 端 末 の 識 別 子 毎 に 、 該 移 動 端 末 と 接 続 可 能
性 の 高 い 基 地 局 の 識 別 子 を 対 応 付 け た 接 続 情 報 と 、
　 他 の 複 数 の 基 地 局 に お け る 位 置 情 報 と
を 有 し て お り 、
　 前 記 第 １ の ス テ ッ プ は 、
　 前 記 基 地 局 は 、 前 記 接 続 情 報 を 用 い て 、 送 信 す べ き デ ー タ の 宛 先 端 末 の 識 別 子 に 対 応 す
る １ つ 以 上 の 宛 先 基 地 局 の 識 別 子 を 導 出 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 基 地 局 は 、 移 動 端 末 が 接 続 し た 際 に 、 前 記 接 続 情 報 を 用 い て 、 該 移 動 端 末 の 識 別 子
に 対 応 す る １ つ 以 上 の 転 送 基 地 局 の 識 別 子 を 導 出 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 基 地 局 は 、 前 記 位 置 情 報 を 用 い て 、 宛 先 基 地 局 か ら 所 定 距 離 以 下 と な る 転 送 基 地 局
を 選 択 す る ス テ ッ プ と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の デ ー タ 転 送 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 移 動 端 末 は 、 前 記 基 地 局 に 接 続 し た 際 に 、 過 去 に 接 続 し た 接 続 履 歴 情 報 を 前 記 基 地
局 へ 送 信 し 、
　 前 記 基 地 局 の 前 記 接 続 情 報 は 、 前 記 接 続 履 歴 情 報 を 受 信 す る こ と に よ っ て 更 新 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の デ ー タ 転 送 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 第 ４ の ス テ ッ プ に つ い て 、 前 記 基 地 局 は 、 １ つ 以 上 の 前 記 宛 先 基 地 局 の 識 別 子 と 、 選 択
さ れ た １ つ 以 上 の 転 送 基 地 局 の 識 別 子 と を 、 前 記 デ ー タ に 含 め て 送 信 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の デ ー タ 転 送 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 移 動 端 末 を 媒 体 と し て 、 送 信 元 端 末 か ら 宛 先 端 末 へ デ ー タ を 転 送 す る 基 地 局 に お い て 、
　 接 続 し た 前 記 移 動 端 末 の 移 動 範 囲 に 、 送 信 す べ き デ ー タ の 宛 先 端 末 と 接 続 可 能 性 の 高 い
宛 先 基 地 局 を 含 む か 又 は 近 い か 否 か を 判 定 す る デ ー タ 送 信 判 定 手 段 と 、
　 前 記 デ ー タ 送 信 判 定 手 段 が 真 と 判 定 し た 場 合 、 接 続 し た 前 記 移 動 端 末 へ 前 記 デ ー タ を 送
信 す る デ ー タ 送 信 手 段 と 、
　 接 続 し た 前 記 移 動 端 末 か ら 、 送 信 す べ き デ ー タ を 受 信 す る デ ー タ 受 信 手 段 と 、
　 受 信 し た デ ー タ を 蓄 積 す る 転 送 デ ー タ 蓄 積 手 段 と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 基 地 局 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 移 動 端 末 の 移 動 範 囲 を 表 す た め に 、 移 動 端 末 の 識 別 子 毎 に 、 該 移 動 端 末 と 接 続 可 能
性 の 高 い 基 地 局 の 識 別 子 を 対 応 付 け た 接 続 情 報 を 蓄 積 す る 接 続 情 報 蓄 積 手 段 と 、
　 他 の 複 数 の 基 地 局 に お け る 位 置 情 報 を 蓄 積 す る 位 置 情 報 蓄 積 手 段 と
を 有 し て お り 、
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　 前 記 デ ー タ 送 信 判 定 手 段 は 、
　 前 記 接 続 情 報 を 用 い て 、 送 信 す べ き デ ー タ の 宛 先 端 末 の 識 別 子 に 対 応 す る １ つ 以 上 の 宛
先 基 地 局 の 識 別 子 を 導 出 す る 宛 先 基 地 局 導 出 手 段 と 、
　 移 動 端 末 が 接 続 し た 際 に 、 前 記 接 続 情 報 を 用 い て 、 該 移 動 端 末 の 識 別 子 に 対 応 す る １ つ
以 上 の 転 送 基 地 局 の 識 別 子 を 導 出 す る 転 送 基 地 局 導 出 手 段 と 、
　 前 記 位 置 情 報 を 用 い て 、 宛 先 基 地 局 か ら 所 定 距 離 以 下 と な る 転 送 基 地 局 を 選 択 す る 転 送
基 地 局 選 択 手 段 と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 基 地 局 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 移 動 端 末 が 過 去 に 接 続 し た 接 続 履 歴 情 報 を 受 信 す る 接 続 履 歴 情 報 受 信 手 段 を 更 に 有
し 、 前 記 接 続 情 報 蓄 積 手 段 に 蓄 積 さ れ た 接 続 情 報 を 更 新 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に
記 載 の 基 地 局 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 デ ー タ 送 信 手 段 は 、 １ つ 以 上 の 前 記 宛 先 基 地 局 の 識 別 子 と 、 選 択 さ れ た １ つ 以 上 の
転 送 基 地 局 の 識 別 子 と を 、 前 記 デ ー タ に 含 め て 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 又 は ７
に 記 載 の 基 地 局 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ５ か ら ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 基 地 局 と 通 信 す る 移 動 端 末 で あ っ て 、
　 前 記 基 地 局 か ら 前 記 デ ー タ を 受 信 す る デ ー タ 受 信 手 段 と 、
　 前 記 デ ー タ を 蓄 積 す る 転 送 デ ー タ 蓄 積 手 段 と 、
　 接 続 し た 前 記 基 地 局 が 、 送 信 す べ き デ ー タ の 宛 先 端 末 と 接 続 可 能 性 の 高 い 宛 先 基 地 局 か
又 は 該 宛 先 基 地 局 に 近 い か 否 か を 判 定 す る デ ー タ 送 信 判 定 手 段 と 、
　 前 記 デ ー タ 送 信 判 定 手 段 に よ っ て 真 と 判 定 さ れ た 場 合 、 接 続 し た 前 記 基 地 局 へ 前 記 デ ー
タ を 送 信 す る デ ー タ 送 信 手 段 と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 移 動 端 末 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 移 動 端 末 を 媒 体 と し て 、 送 信 元 端 末 か ら 宛 先 端 末 へ デ ー タ を 転 送 す る 基 地 局 に 搭 載 さ れ
た コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る プ ロ グ ラ ム に お い て 、
　 接 続 し た 前 記 移 動 端 末 の 移 動 範 囲 に 、 送 信 す べ き デ ー タ の 宛 先 端 末 と 接 続 可 能 性 の 高 い
宛 先 基 地 局 を 含 む か 又 は 近 い か 否 か を 判 定 す る デ ー タ 送 信 判 定 手 段 と 、
　 前 記 デ ー タ 送 信 判 定 手 段 が 真 と 判 定 し た 場 合 、 接 続 し た 前 記 移 動 端 末 へ 前 記 デ ー タ を 送
信 す る デ ー タ 送 信 手 段 と 、
　 接 続 し た 前 記 移 動 端 末 か ら 、 送 信 す べ き デ ー タ を 受 信 す る デ ー タ 受 信 手 段 と 、
　 受 信 し た デ ー タ を 蓄 積 す る 転 送 デ ー タ 蓄 積 手 段 と
し て コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 基 地 局 用 の プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 ５ か ら ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 基 地 局 と 通 信 す る 移 動 端 末 に 搭 載 さ れ た コ ン ピ
ュ ー タ を 機 能 さ せ る プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 前 記 基 地 局 か ら 前 記 デ ー タ を 受 信 す る デ ー タ 受 信 手 段 と 、
　 前 記 デ ー タ を 蓄 積 す る 転 送 デ ー タ 蓄 積 手 段 と 、
　 接 続 し た 前 記 基 地 局 が 、 送 信 す べ き デ ー タ の 宛 先 端 末 と 接 続 可 能 性 の 高 い 宛 先 基 地 局 か
又 は 該 宛 先 基 地 局 に 近 い か 否 か を 判 定 す る デ ー タ 送 信 判 定 手 段 と 、
　 前 記 デ ー タ 送 信 判 定 手 段 に よ っ て 真 と 判 定 さ れ た 場 合 、 接 続 し た 前 記 基 地 局 へ 前 記 デ ー
タ を 送 信 す る デ ー タ 送 信 手 段 と
し て コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 移 動 端 末 用 の プ ロ グ ラ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 移 動 端 末 を 媒 体 と し て デ ー タ を 転 送 す る デ ー タ 転 送 方 法 、 基 地 局 、 移 動 端 末
及 び プ ロ グ ラ ム に 関 す る 。
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 移 動 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 技 術 の 発 展 に 伴 っ て 、 移 動 端 末 は 、 基 地 局 に 接 続 す る こ と
に よ っ て 、 い つ で も ど こ で も ネ ッ ト ワ ー ク に つ な が る こ と が で き る 。 移 動 端 末 及 び 基 地 局
の 位 置 は 、 移 動 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 側 で 管 理 さ れ て お り 、 移 動 端 末 が 、 ど の 基 地 局 の 配 下 に
存 在 す る か は リ ア ル タ イ ム に 把 握 さ れ て い る 。 従 っ て 、 送 信 元 端 末 か ら 送 信 さ れ た デ ー タ
は 、 適 切 な 基 地 局 を 経 由 し て 、 宛 先 端 末 へ 転 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 基 地 局 間 の 基 幹 ネ ッ ト ワ ー ク に 障 害 が 発 生 し た 場 合 、 移 動 端 末 － 基 地 局 間 で は
通 信 が 可 能 で あ っ て も 、 移 動 端 末 間 で は 通 信 が 不 可 能 と な る 。 例 え ば 大 規 模 な 災 害 が 生 じ
た 場 合 は 、 こ の よ う な 状 態 に な る 可 能 性 が あ る 。 移 動 端 末 は 、 移 動 し た 位 置 に 応 じ て 、 接
続 可 能 な 基 地 局 が 異 な る た め に 、 更 に 問 題 を 複 雑 に す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 障 害 が 発 生 し た 場 合 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ を 用 い て 非 常 用 ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 す る 技
術 が あ る （ 例 え ば 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 ま た 、 特 定 の 基 地 局 に 障 害 が 発 生 し た 場 合 に 、 移
動 端 末 間 で ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 し 、 稼 働 中 の 他 の 基 地 局 ま で デ ー タ を 転 送 す る
技 術 も あ る （ 例 え ば 非 特 許 文 献 ２ 及 び ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 中 村 、 内 田 、 旭 、 高 畑 、 橋 本 、 柴 田 、 「 無 線 LANに よ る 広 域 防 災 ・ 災 害
情 報 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 と リ ソ ー ス 管 理 シ ス テ ム の 検 討 」 、 FIT2002
【 非 特 許 文 献 ２ 】 藤 原 、 飯 田 、 渡 辺 、 「 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク を 併 用 す る 緊 急 通 信 無 線
網 の ア ク セ ス 方 式 」 、 信 学 論 B、 vol.J86-B、 no.11、 pp.2345-2356、 2003
【 非 特 許 文 献 ３ 】 織 田 、 上 原 、 横 山 、 伊 藤 、 「 端 末 の パ ケ ッ ト 中 継 機 能 を 用 い た 安 否 確 認
ネ ッ ト ワ ー ク の 検 討 」 、 信 学 論 B、 vol.J85-B、 no.12、 pp.2034-2044、 2002
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 技 術 に よ れ ば 、 基 幹 ネ ッ ト ワ ー ク に 障 害 が 発 生 し た 場 合 、 複 数 の 基
地 局 を 経 由 し て 、 移 動 端 末 間 で デ ー タ を 転 送 す る こ と は で き な い 。 こ の と き 、 移 動 端 末 を
、 デ ー タ 転 送 の 媒 体 と し て 利 用 し 、 移 動 端 末 の 物 理 的 移 動 に よ っ て 基 地 局 間 の デ ー タ を 転
送 す る 方 法 が あ る 。 こ の 方 法 は 、 移 動 端 末 が 、 複 数 の 基 地 局 へ デ ー タ を ば ら ま い て 送 信 す
る こ と に よ っ て 、 デ ー タ の 到 達 率 を 高 め る こ と が で き る 一 方 で 、 ネ ッ ト ワ ー ク 全 体 の 容 量
に 負 荷 を か け る こ と と な る 。 オ フ ラ イ ン 状 態 で は 、 移 動 端 末 の 位 置 を 、 あ る 程 度 管 理 し な
が ら 、 デ ー タ の 転 送 先 を 決 定 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 移 動 端 末 を デ ー タ 転 送 の 媒 体 と し て 、 基 地 局 間 で デ ー タ 転 送 を す る
場 合 に 、 適 切 な 経 路 を 選 択 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク 全 体 に か か る 負 荷 を 低 減 す る こ と が で き る デ
ー タ 転 送 方 法 、 基 地 局 、 移 動 端 末 及 び プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 基 地 局 と 通 信 す る 移 動 端 末 を 媒 体 と し て 、 送 信 元 端 末 か ら 宛 先
端 末 へ デ ー タ を 転 送 す る デ ー タ 転 送 方 法 に お い て 、
　 基 地 局 は 、 接 続 し た 移 動 端 末 の 移 動 範 囲 に 、 送 信 す べ き デ ー タ の 宛 先 端 末 と 接 続 可 能 性
の 高 い 宛 先 基 地 局 を 含 む か 又 は 近 い か 否 か を 判 定 す る 第 １ の ス テ ッ プ と 、
　 基 地 局 は 、 第 １ の ス テ ッ プ に つ い て 真 と 判 定 し た 場 合 、 接 続 し た 移 動 端 末 へ デ ー タ を 送
信 す る 第 ２ の ス テ ッ プ と 、
　 移 動 端 末 は 、 接 続 し た 基 地 局 が 、 送 信 す べ き デ ー タ の 宛 先 端 末 と 接 続 可 能 性 の 高 い 宛 先
基 地 局 か 又 は そ の 宛 先 基 地 局 に 近 い か 否 か を 判 定 す る 第 ３ の ス テ ッ プ と 、
　 移 動 端 末 は 、 第 ３ の ス テ ッ プ に つ い て 真 と 判 定 し た 場 合 、 接 続 し た 基 地 局 へ デ ー タ を 送
信 す る 第 ４ の ス テ ッ プ と
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を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の デ ー タ 転 送 方 法 に お け る 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、
　 基 地 局 は 、
　 移 動 端 末 の 移 動 範 囲 を 表 す た め に 、 移 動 端 末 の 識 別 子 毎 に 、 そ の 移 動 端 末 と 接 続 可 能 性
の 高 い 基 地 局 の 識 別 子 を 対 応 付 け た 接 続 情 報 と 、
　 他 の 複 数 の 基 地 局 に お け る 位 置 情 報 と
を 有 し て お り 、
　 第 １ の ス テ ッ プ は 、
　 基 地 局 は 、 接 続 情 報 を 用 い て 、 送 信 す べ き デ ー タ の 宛 先 端 末 の 識 別 子 に 対 応 す る １ つ 以
上 の 宛 先 基 地 局 の 識 別 子 を 導 出 す る ス テ ッ プ と 、
　 基 地 局 は 、 移 動 端 末 が 接 続 し た 際 に 、 接 続 情 報 を 用 い て 、 そ の 移 動 端 末 の 識 別 子 に 対 応
す る １ つ 以 上 の 転 送 基 地 局 の 識 別 子 を 導 出 す る ス テ ッ プ と 、
　 基 地 局 は 、 位 置 情 報 を 用 い て 、 宛 先 基 地 局 か ら 所 定 距 離 以 下 と な る 転 送 基 地 局 を 選 択 す
る ス テ ッ プ と を 有 す る こ と も 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の デ ー タ 転 送 方 法 に お け る 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 移 動 端 末 は 、 基 地 局 に 接 続 し
た 際 に 、 過 去 に 接 続 し た 接 続 履 歴 情 報 を 基 地 局 へ 送 信 し 、 基 地 局 の 接 続 情 報 は 、 接 続 履 歴
情 報 を 受 信 す る こ と に よ っ て 更 新 さ れ る こ と も 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の デ ー タ 転 送 方 法 に お け る 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 ４ の ス テ ッ プ に つ い て 、 基
地 局 は 、 １ つ 以 上 の 宛 先 基 地 局 の 識 別 子 と 、 選 択 さ れ た １ つ 以 上 の 転 送 基 地 局 の 識 別 子 と
を 、 デ ー タ に 含 め て 送 信 す る こ と も 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 移 動 端 末 を 媒 体 と し て 、 送 信 元 端 末 か ら 宛 先 端 末 へ デ ー タ を 転 送 す る
基 地 局 に お い て 、
　 接 続 し た 移 動 端 末 の 移 動 範 囲 に 、 送 信 す べ き デ ー タ の 宛 先 端 末 と 接 続 可 能 性 の 高 い 宛 先
基 地 局 を 含 む か 又 は 近 い か 否 か を 判 定 す る デ ー タ 送 信 判 定 手 段 と 、
　 デ ー タ 送 信 判 定 手 段 が 真 と 判 定 し た 場 合 、 接 続 し た 移 動 端 末 へ デ ー タ を 送 信 す る デ ー タ
送 信 手 段 と 、
　 接 続 し た 移 動 端 末 か ら 、 送 信 す べ き デ ー タ を 受 信 す る デ ー タ 受 信 手 段 と 、
　 受 信 し た デ ー タ を 蓄 積 す る 転 送 デ ー タ 蓄 積 手 段 と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 基 地 局 に お け る 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、
　 移 動 端 末 の 移 動 範 囲 を 表 す た め に 、 移 動 端 末 の 識 別 子 毎 に 、 そ の 移 動 端 末 と 接 続 可 能 性
の 高 い 基 地 局 の 識 別 子 を 対 応 付 け た 接 続 情 報 を 蓄 積 す る 接 続 情 報 蓄 積 手 段 と 、
　 他 の 複 数 の 基 地 局 に お け る 位 置 情 報 を 蓄 積 す る 位 置 情 報 蓄 積 手 段 と
を 有 し て お り 、
　 デ ー タ 送 信 判 定 手 段 は 、
　 接 続 情 報 を 用 い て 、 送 信 す べ き デ ー タ の 宛 先 端 末 の 識 別 子 に 対 応 す る １ つ 以 上 の 宛 先 基
地 局 の 識 別 子 を 導 出 す る 宛 先 基 地 局 導 出 手 段 と 、
　 移 動 端 末 が 接 続 し た 際 に 、 接 続 情 報 を 用 い て 、 そ の 移 動 端 末 の 識 別 子 に 対 応 す る １ つ 以
上 の 転 送 基 地 局 の 識 別 子 を 導 出 す る 転 送 基 地 局 導 出 手 段 と 、
　 位 置 情 報 を 用 い て 、 宛 先 基 地 局 か ら 所 定 距 離 以 下 と な る 転 送 基 地 局 を 選 択 す る 転 送 基 地
局 選 択 手 段 と
を 有 す る こ と も 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 基 地 局 に お け る 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 移 動 端 末 が 過 去 に 接 続 し た 接 続 履 歴 情
報 を 受 信 す る 接 続 履 歴 情 報 受 信 手 段 を 更 に 有 し 、 接 続 情 報 蓄 積 手 段 に 蓄 積 さ れ た 接 続 情 報
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を 更 新 す る こ と も 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 基 地 局 に お け る 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 デ ー タ 送 信 手 段 は 、 １ つ 以 上 の 宛 先 基
地 局 の 識 別 子 と 、 選 択 さ れ た １ つ 以 上 の 転 送 基 地 局 の 識 別 子 と を 、 デ ー タ に 含 め て 送 信 す
る こ と も 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 前 述 の 基 地 局 と 通 信 す る 移 動 端 末 で あ っ て 、
　 基 地 局 か ら デ ー タ を 受 信 す る デ ー タ 受 信 手 段 と 、
　 デ ー タ を 蓄 積 す る 転 送 デ ー タ 蓄 積 手 段 と 、
　 接 続 し た 基 地 局 が 、 送 信 す べ き デ ー タ の 宛 先 端 末 と 接 続 可 能 性 の 高 い 宛 先 基 地 局 か 又 は
そ の 宛 先 基 地 局 に 近 い か 否 か を 判 定 す る デ ー タ 送 信 判 定 手 段 と 、
　 デ ー タ 送 信 判 定 手 段 に よ っ て 真 と 判 定 さ れ た 場 合 、 接 続 し た 基 地 局 へ デ ー タ を 送 信 す る
デ ー タ 送 信 手 段 と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 移 動 端 末 を 媒 体 と し て 、 送 信 元 端 末 か ら 宛 先 端 末 へ デ ー タ を 転 送 す る
基 地 局 に 搭 載 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る プ ロ グ ラ ム に お い て 、
　 接 続 し た 移 動 端 末 の 移 動 範 囲 に 、 送 信 す べ き デ ー タ の 宛 先 端 末 と 接 続 可 能 性 の 高 い 宛 先
基 地 局 を 含 む か 又 は 近 い か 否 か を 判 定 す る デ ー タ 送 信 判 定 手 段 と 、
　 デ ー タ 送 信 判 定 手 段 が 真 と 判 定 し た 場 合 、 接 続 し た 移 動 端 末 へ デ ー タ を 送 信 す る デ ー タ
送 信 手 段 と 、
　 接 続 し た 移 動 端 末 か ら 、 送 信 す べ き デ ー タ を 受 信 す る デ ー タ 受 信 手 段 と 、
　 受 信 し た デ ー タ を 蓄 積 す る 転 送 デ ー タ 蓄 積 手 段 と
し て コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 前 述 の 基 地 局 と 通 信 す る 移 動 端 末 に 搭 載 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ
せ る プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 基 地 局 か ら デ ー タ を 受 信 す る デ ー タ 受 信 手 段 と 、
　 デ ー タ を 蓄 積 す る 転 送 デ ー タ 蓄 積 手 段 と 、
　 接 続 し た 基 地 局 が 、 送 信 す べ き デ ー タ の 宛 先 端 末 と 接 続 可 能 性 の 高 い 宛 先 基 地 局 か 又 は
そ の 宛 先 基 地 局 に 近 い か 否 か を 判 定 す る デ ー タ 送 信 判 定 手 段 と 、
　 デ ー タ 送 信 判 定 手 段 に よ っ て 真 と 判 定 さ れ た 場 合 、 接 続 し た 基 地 局 へ デ ー タ を 送 信 す る
デ ー タ 送 信 手 段 と
し て コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の デ ー タ 転 送 方 法 、 基 地 局 、 移 動 端 末 及 び プ ロ グ ラ ム に よ れ ば 、 移 動 端 末 を デ ー
タ 転 送 の 媒 体 と し て 、 基 地 局 間 で デ ー タ 転 送 を す る 場 合 に 、 適 切 な 経 路 を 選 択 し 、 ネ ッ ト
ワ ー ク 全 体 に か か る 負 荷 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 で は 、 図 面 を 用 い て 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の シ ス テ ム に お け る 移 動 端 末 の 移 動 を 表 す 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ に よ れ ば 、 複 数 の 基 地 局 間 で 、 移 動 端 末 を 伝 送 媒 体 と し て デ ー タ を 転 送 す る 。 移 動
端 末 は 、 一 方 の 基 地 局 か ら 受 信 し た デ ー タ を 保 持 し 、 物 理 的 に 移 動 し 、 他 方 の 基 地 局 へ 送
信 す る 。 こ れ に よ り 、 基 地 局 間 の 基 幹 ネ ッ ト ワ ー ク に 障 害 が 発 生 し た 場 合 で あ っ て も 、 移
動 端 末 間 で デ ー タ を 交 換 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 移 動 端 末 － 基 地 局 間 は 、 ロ ー カ ル 的 な 無 線 リ ン ク に よ っ て 接 続 さ れ る 。 例 え ば 、 無 線 Ｌ
Ａ Ｎ 、 Ｉ ｒ Ｄ Ａ 、 ブ ル ー ト ゥ ー ス 等 の 近 距 離 無 線 や Ｕ Ｓ Ｂ で あ っ て も よ い 。 移 動 端 末 は 、
基 地 局 に 接 続 し た 際 に 、 そ の 基 地 局 か ら デ ー タ を 受 信 す る と 共 に 、 他 の 基 地 局 か ら 受 信 し
た デ ー タ を そ の 基 地 局 へ 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ Ｓ １ ０ １ ） 送 信 元 端 末 Ｍ Ｔ － １ は 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － １ に 接 続 し 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ３ へ 送 信
す べ き デ ー タ ３ と 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ４ へ 送 信 す べ き デ ー タ ４ と を 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － １ へ 送 信
す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ Ｓ １ ０ ２ ） 基 地 局 Ｂ Ｓ － １ は 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ が 接 続 し た 際 に 、 デ ー タ ３ の 宛 先 端 末
Ｍ Ｔ － ３ と 接 続 可 能 性 の 高 い 宛 先 基 地 局 Ｂ Ｓ － ２ を 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ の 移 動 範 囲 が 含 む
か 又 は 近 い か を 判 定 す る 。 こ の 判 定 が 真 で あ る な ら ば 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － １ は 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ
－ ２ へ デ ー タ ３ を 送 信 す る 。 ま た 、 デ ー タ ４ の 宛 先 端 末 Ｍ Ｔ － ４ と 接 続 可 能 性 の 高 い 宛 先
基 地 局 Ｂ Ｓ － ３ を 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ の 移 動 範 囲 が 含 む か 又 は 近 い か を 判 定 す る 。 こ の 判
定 が 真 で あ る な ら ば 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － １ は 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ へ デ ー タ ４ を 送 信 す る 。 移 動
端 末 Ｍ Ｔ － ２ は 、 デ ー タ ３ 及 び デ ー タ ４ を 保 持 す る 。 尚 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ の 移 動 範 囲 は
、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ の 過 去 の 接 続 履 歴 か ら 導 出 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ Ｓ １ ０ ３ ） そ の 後 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ は 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － ２ と 通 信 可 能 な 位 置 に 移 動 し た
と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ Ｓ １ ０ ４ ） 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ は 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － ２ に 接 続 し た 際 に 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － ２ が 、
デ ー タ ３ の 宛 先 端 末 Ｍ Ｔ － ３ と 接 続 可 能 性 の 高 い 宛 先 基 地 局 か 又 は そ の 宛 先 基 地 局 に 近 い
か 否 か を 判 定 す る 。 こ の 判 定 が 真 で あ る な ら ば 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ は 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － ２ へ
デ ー タ ３ を 送 信 す る 。 ま た 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ は 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － ２ が 、 デ ー タ ４ の 宛 先 端
末 Ｍ Ｔ － ４ と 接 続 可 能 性 の 高 い 宛 先 基 地 局 か 又 は そ の 宛 先 基 地 局 に 近 い か 否 か を 判 定 す る
。 こ の 判 定 が 真 で あ る な ら ば 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ は 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － ２ へ デ ー タ ４ を 送 信 す
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ Ｓ １ ０ ５ ） 基 地 局 Ｂ Ｓ － ２ は 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ３ が 接 続 し た 際 に 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ３ が
、 デ ー タ ３ の 宛 先 端 末 か 否 か を 判 定 す る 。 こ の 判 定 が 真 で あ る な ら ば 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － ２ は
、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ３ へ デ ー タ ３ を 送 信 す る 。 ま た 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ３ が 、 デ ー タ ４ の 宛 先
端 末 Ｍ Ｔ － ４ と 接 続 可 能 性 の 高 い 宛 先 基 地 局 Ｂ Ｓ － ３ を 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ３ の 移 動 範 囲 に
含 む か 又 は 近 い か を 判 定 す る 。 こ の 判 定 が 真 で あ る な ら ば 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － ２ は 、 移 動 端 末
Ｍ Ｔ － ３ へ デ ー タ ４ を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ Ｓ １ ０ ６ ） そ の 後 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ３ は 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － ３ と 通 信 可 能 な 位 置 に 移 動 し た
と す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ Ｓ １ ０ ７ ） 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ３ は 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － ３ に 接 続 し た 際 に 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － ３ が 、
デ ー タ ４ の 宛 先 端 末 Ｍ Ｔ － ４ と 接 続 可 能 性 の 高 い 宛 先 基 地 局 か 又 は そ の 宛 先 基 地 局 に 近 い
か 否 か を 判 定 す る 。 こ の 判 定 が 真 で あ る な ら ば 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ３ は 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － ３ へ
デ ー タ ４ を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
（ Ｓ １ ０ ８ ） 基 地 局 Ｂ Ｓ － ３ は 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ４ が 接 続 し た 際 に 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ４ が
、 デ ー タ ４ の 宛 先 端 末 か 否 か を 判 定 す る 。 こ の 判 定 が 真 で あ る な ら ば 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － ３ は
、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ４ へ デ ー タ ４ を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 に お け る シ ー ケ ン ス 図 で あ る 。 図 ３ は 、 移 動 端 末 の 移 動 範 囲 を 表 す 説 明
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図 で あ る 。 以 下 で は 、 図 ２ の シ ー ケ ン ス に 沿 っ て 、 図 ３ の ト ポ ロ ジ を 参 照 し つ つ 説 明 す る
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ Ｓ ２ ０ １ ） 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ は 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － １ に 接 続 し た 際 に 、 移 動 端 末 Ｉ Ｄ （ 識 別
子 ） 及 び 基 地 局 Ｉ Ｄ を 交 換 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ Ｓ ２ ０ ２ ） 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ は 、 過 去 の 接 続 履 歴 情 報 を 基 地 局 Ｂ Ｓ － １ へ 送 信 す る 。 基
地 局 Ｂ Ｓ － １ は 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ か ら 受 信 し た 接 続 履 歴 情 報 を 、 接 続 情 報 と し て 保 持 す
る 。 接 続 情 報 は 、 移 動 端 末 Ｉ Ｄ 毎 に 、 接 続 可 能 性 の 高 い 基 地 局 Ｉ Ｄ が 対 応 付 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 下 の 表 １ は 、 図 ３ に 対 応 し た 接 続 情 報 を 表 す 。
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ３ に よ れ ば 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ の 移 動 範 囲 と 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ３ の 移 動 範 囲 と が 表 さ
れ て い る 。 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ は 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － １ 、 Ｂ Ｓ － ２ 、 Ｂ Ｓ － ４ 及 び Ｂ Ｓ － ５ と 過
去 に 接 続 し て い る 。 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ３ は 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － ２ 、 Ｂ Ｓ － ３ 、 Ｂ Ｓ － ４ 、 Ｂ Ｓ －
６ 、 Ｂ Ｓ － ７ 及 び Ｂ Ｓ － ８ と 過 去 に 接 続 し て い る 。 即 ち 、 移 動 端 末 は 、 過 去 に 接 続 し た 基
地 局 と 、 そ の 後 に 接 続 す る 可 能 性 が 高 い と 考 え る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － １ は 、 位 置 情 報 を 保 持 す る 。 位 置 情 報 は 、 基 地 局 Ｉ Ｄ 毎 に 、 地 理 座
標 が 対 応 付 け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 基 地 局 の ト ポ ロ ジ や 、 基 地 局 間 距 離 を 把 握 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 下 の 表 ２ は 、 位 置 情 報 を 表 す 。
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ９ 】
（ Ｓ ２ ０ ３ ） 基 地 局 Ｂ Ｓ － １ は 、 デ ー タ 毎 に 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ へ 送 信 す る か 否 か を 判 定
す る 。 基 地 局 Ｂ Ｓ － １ は 、 接 続 情 報 を 用 い て 、 送 信 す べ き デ ー タ の 宛 先 端 末 Ｉ Ｄ に 対 応 す
る １ つ 以 上 の 宛 先 基 地 局 の Ｉ Ｄ を 導 出 す る 。 例 え ば 、 宛 先 端 末 Ｍ Ｔ － ４ に 対 応 す る 宛 先 基
地 局 の Ｉ Ｄ は 「 Ｂ Ｓ － ３ 、 Ｂ Ｓ － ７ 」 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 次 に 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － １ は 、 接 続 情 報 を 用 い て 、 接 続 移 動 端 末 Ｉ Ｄ に 対 応 す る １ つ 以 上 の
転 送 基 地 局 の Ｉ Ｄ を 導 出 す る 。 例 え ば 、 接 続 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ に 対 応 す る 転 送 基 地 局 の Ｉ
Ｄ は 「 Ｂ Ｓ － １ 、 Ｂ Ｓ － ２ 、 Ｂ Ｓ － ４ 、 Ｂ Ｓ － ５ 」 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 そ し て 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － １ は 、 位 置 情 報 を 用 い て 、 宛 先 基 地 局 か ら 所 定 距 離 以 下 と な る 転
送 基 地 局 を 選 択 す る 。 例 え ば 、 以 下 の 表 ３ よ う に 、 所 定 距 離 以 下 の 基 地 局 間 が 導 出 さ れ る
。
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 前 述 の 表 ３ に よ れ ば 、 宛 先 端 末 Ｍ Ｔ － ４ と 接 続 可 能 性 の 高 い 基 地 局 Ｂ Ｓ － ３ は 、 移 動 端
末 Ｍ Ｔ － ２ が 過 去 に 接 続 し た 基 地 局 Ｂ Ｓ － ２ と 、 比 較 的 近 い 距 離 に あ る こ と が わ か る 。 ま
た 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － ３ は 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ が 過 去 に 接 続 し た 基 地 局 Ｂ Ｓ － ４ と 、 所 定 距 離
以 下 に あ る 。 更 に 、 宛 先 端 末 Ｍ Ｔ － ４ と 接 続 可 能 性 の 高 い 基 地 局 Ｂ Ｓ － ７ は 、 移 動 端 末 Ｍ
Ｔ － ２ が 過 去 に 接 続 し た 基 地 局 Ｂ Ｓ － ４ と 、 所 定 距 離 以 下 に あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
（ Ｓ ２ ０ ４ ） 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ は 、 宛 先 端 末 Ｍ Ｔ － ４ と 接 続 可 能 性 の 高 い 基 地 局 に 対 し て
所 定 距 離 以 下 に あ る と 判 定 さ れ る の で 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － １ は 、 デ ー タ を 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ へ
送 信 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 デ ー タ は 、 以 下 の 表 ４ の フ ォ ー マ ッ ト を 有 す る 。
【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 宛 先 端 末 Ｉ Ｄ は 、 デ ー タ の 宛 先 端 末 の Ｉ Ｄ で あ る 。 送 信 元 端 末 Ｉ Ｄ は 、 デ ー タ の 送 信 元
端 末 の Ｉ Ｄ で あ る 。 宛 先 基 地 局 Ｉ Ｄ は 、 宛 先 端 末 と 接 続 可 能 性 が 高 い 基 地 局 の Ｉ Ｄ で あ る
。 転 送 先 基 地 局 Ｉ Ｄ は 、 移 動 端 末 と 接 続 可 能 性 が 高 い 基 地 局 の Ｉ Ｄ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 下 の 表 ５ は 、 表 ３ に 対 応 さ せ た 表 ４ の デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト で あ る 。
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【 表 ５ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ７ 】
（ Ｓ ２ ０ ５ ） 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ は 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － １ か ら 受 信 し た デ ー タ を 、 転 送 デ ー タ 蓄
積 部 に 蓄 積 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
（ Ｓ ２ ０ ６ ） 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ は 、 移 動 し 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － ２ と 通 信 可 能 な 位 置 に 移 動 し た
と す る 。 こ こ で 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ は 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － ２ に 接 続 し 、 移 動 端 末 Ｉ Ｄ 及 び 基 地
局 Ｉ Ｄ を 交 換 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
（ Ｓ ２ ０ ７ ） 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ は 、 接 続 し た 基 地 局 Ｂ Ｓ － ２ の Ｉ Ｄ が 、 転 送 す べ き デ ー タ
の 宛 先 基 地 局 Ｉ Ｄ 及 び 転 送 先 基 地 局 Ｉ Ｄ と 一 致 す る か 否 か を 判 定 す る 。 い ず れ か １ つ が 一
致 す る 場 合 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ は 、 接 続 し た 基 地 局 Ｂ Ｓ － ２ へ デ ー タ を 送 信 す る 。 表 ５ に
つ い て は 、 接 続 し た 基 地 局 Ｂ Ｓ － ２ と 、 デ ー タ に 含 ま れ る 転 送 先 基 地 局 Ｂ Ｓ － ２ と 一 致 し
て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
（ Ｓ ２ ０ ８ ） 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ は 、 デ ー タ を 基 地 局 Ｂ Ｓ － ２ へ 送 信 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
（ Ｓ ２ ０ ９ ） 基 地 局 Ｂ Ｓ － ２ は 、 移 動 端 末 Ｍ Ｔ － ２ か ら 受 信 し た デ ー タ を 、 転 送 デ ー タ 蓄
積 部 に 蓄 積 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 尚 、 デ ー タ に 、 そ の デ ー タ が 経 由 し た 基 地 局 Ｉ Ｄ を 含 め る こ と も 好 ま し い 。 こ れ に よ り
、 動 的 に 変 化 す る ネ ッ ト ワ ー ク に つ い て 、 デ ー タ の ル ー プ 転 送 を 避 け る こ と が で き る 。 ま
た 、 デ ー タ に 、 そ の デ ー タ の 削 除 期 限 や 、 転 送 優 先 度 を 含 む こ と も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 に お け る 基 地 局 及 び 移 動 端 末 の 機 能 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 基 地 局 １ は 、 デ ー タ 送 信 判 定 部 １ １ と 、 デ ー タ 送 信 部 １ ２ と 、 デ ー タ 受 信 部 １ ３ と 、 転
送 デ ー タ 蓄 積 部 １ ４ と 、 接 続 情 報 蓄 積 部 １ ５ と 、 位 置 情 報 蓄 積 部 １ ６ と 、 接 続 履 歴 情 報 受
信 部 １ ７ と 、 接 続 情 報 受 信 部 １ ８ と 、 位 置 情 報 受 信 部 １ ９ と を 有 す る 。 こ れ ら 機 能 構 成 部
は 、 基 地 局 に 搭 載 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 実 行 さ れ る プ ロ グ ラ ム に よ っ て も 実 現 で き
る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 デ ー タ 送 信 判 定 部 １ １ は 、 移 動 端 末 が 接 続 し た 際 に 、 送 信 す べ き デ ー タ の 宛 先 端 末 と 接
続 可 能 性 の 高 い 宛 先 基 地 局 を 、 接 続 移 動 端 末 の 移 動 範 囲 に 含 む か 又 は 近 い か 否 か を 判 定 す
る 。 図 ２ の Ｓ ２ ０ ３ の 処 理 を す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 デ ー タ 送 信 判 定 部 １ １ は 、 宛 先 基 地 局 導 出 部 １ １ １ と 、 転 送 基 地 局 導 出 部 １ １ ２ と 、 転
送 基 地 局 選 択 部 １ １ ３ と を 有 す る 。 宛 先 基 地 局 導 出 部 １ １ １ は 、 接 続 情 報 を 用 い て 、 送 信
す べ き デ ー タ の 宛 先 端 末 の Ｉ Ｄ に 対 応 す る １ つ 以 上 の 宛 先 基 地 局 の Ｉ Ｄ を 導 出 す る 。 転 送
基 地 局 導 出 部 １ １ ２ は 、 移 動 端 末 が 接 続 し た 際 に 、 接 続 情 報 を 用 い て 、 そ の 移 動 端 末 の Ｉ
Ｄ に 対 応 す る １ つ 以 上 の 転 送 基 地 局 の Ｉ Ｄ を 導 出 す る 。 転 送 基 地 局 選 択 部 １ １ ３ は 、 位 置
情 報 を 用 い て 、 宛 先 基 地 局 か ら 所 定 距 離 以 下 と な る 転 送 基 地 局 を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 デ ー タ 送 信 部 １ ２ は 、 デ ー タ 送 信 判 定 部 １ １ の 判 定 結 果 が 真 で あ る 場 合 、 接 続 移 動 端 末
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へ デ ー タ を 送 信 す る 。 デ ー タ 送 信 部 １ ２ は 、 転 送 基 地 局 選 択 部 １ １ ３ に よ っ て 選 択 さ れ た
１ つ 以 上 の 宛 先 基 地 局 及 び 転 送 基 地 局 の Ｉ Ｄ を 、 デ ー タ に 含 め て 送 信 す る 。 図 ２ の Ｓ ２ ０
４ の 処 理 を す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 デ ー タ 受 信 部 １ ３ は 、 接 続 移 動 端 末 か ら 、 デ ー タ を 受 信 す る 。 受 信 さ れ た デ ー タ は 、 転
送 デ ー タ 蓄 積 部 １ ４ に 蓄 積 さ れ る 。 図 ２ の Ｓ ２ ０ ８ 及 び Ｓ ２ ０ ９ の 処 理 を す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 接 続 情 報 蓄 積 部 １ ５ は 、 移 動 端 末 の 移 動 範 囲 を 表 す た め に 、 移 動 端 末 の Ｉ Ｄ 毎 に 、 移 動
端 末 と 接 続 可 能 性 の 高 い 基 地 局 の Ｉ Ｄ を 対 応 付 け た 接 続 情 報 を 蓄 積 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 位 置 情 報 蓄 積 部 １ ６ は 、 他 の 複 数 の 基 地 局 に お け る 位 置 情 報 を 蓄 積 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 接 続 履 歴 情 報 受 信 部 １ ７ は 、 移 動 端 末 が 基 地 局 に 接 続 し た 際 に 、 移 動 端 末 か ら 過 去 に 接
続 し た 接 続 履 歴 情 報 を 受 信 す る 。 そ の 接 続 履 歴 情 報 は 、 接 続 情 報 蓄 積 部 １ ７ へ 通 知 さ れ 、
接 続 情 報 が 更 新 さ れ る 。 接 続 履 歴 情 報 に は 、 バ ー ジ ョ ン を 含 む こ と も 好 ま し い 。 接 続 情 報
は 、 常 に 最 新 の バ ー ジ ョ ン の 接 続 履 歴 情 報 に よ っ て 更 新 さ れ る 。 図 ２ の Ｓ ２ ０ ２ の 処 理 を
す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 接 続 情 報 受 信 部 １ ８ は 、 接 続 情 報 を 、 移 動 端 末 か ら 接 続 履 歴 情 報 と し て 受 信 す る だ け で
な く 、 衛 星 回 線 を 介 し て 又 は 一 時 的 に 接 続 さ れ る 有 線 ／ 無 線 リ ン ク を 介 し て 受 信 す る こ と
も で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 位 置 情 報 受 信 部 １ ９ も 、 位 置 情 報 を 、 移 動 端 末 か ら 接 続 履 歴 情 報 と し て 受 信 す る だ け で
な く 、 衛 星 回 線 を 介 し て 又 は 一 時 的 に 接 続 さ れ る 有 線 ／ 無 線 リ ン ク を 介 し て 受 信 す る こ と
も で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 移 動 端 末 ２ は 、 デ ー タ 送 信 判 定 部 ２ １ と 、 デ ー タ 送 信 部 ２ ２ と 、 デ ー タ 受 信 部 ２ ３ と 、
転 送 デ ー タ 蓄 積 部 ２ ４ と 、 接 続 履 歴 蓄 積 部 ２ ５ と 、 接 続 履 歴 情 報 送 信 部 ２ ６ と を 有 す る 。
こ れ ら 機 能 構 成 部 は 、 移 動 端 末 に 搭 載 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 実 行 さ れ る プ ロ グ ラ ム
に よ っ て も 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 デ ー タ 送 信 判 定 部 ２ １ は 、 基 地 局 と 接 続 し た 際 に 、 そ の 基 地 局 が 、 デ ー タ の 宛 先 端 末 と
接 続 可 能 性 の 高 い 宛 先 基 地 局 か 又 は そ の 宛 先 基 地 局 に 近 い か 否 か を 判 定 す る 。 図 ２ の Ｓ ２
０ ７ の 処 理 を す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 デ ー タ 送 信 部 ２ ２ は 、 デ ー タ 送 信 判 定 部 ２ １ に よ っ て 真 と 判 定 さ れ た 場 合 、 接 続 し た 基
地 局 へ デ ー タ を 送 信 す る 。 図 ２ の Ｓ ２ ０ ８ の 処 理 を す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 デ ー タ 受 信 部 ２ ３ は 、 基 地 局 か ら デ ー タ を 受 信 す る 。 受 信 さ れ た デ ー タ は 、 転 送 デ ー タ
蓄 積 部 ２ ４ に 蓄 積 さ れ る 。 図 ２ の Ｓ ２ ０ ４ 及 び Ｓ ２ ０ ５ の 処 理 を す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 接 続 履 歴 蓄 積 部 ２ ５ は 、 移 動 端 末 が 基 地 局 に 接 続 す る 毎 に 、 そ の 基 地 局 の Ｉ Ｄ を 記 述 し
た 接 続 履 歴 情 報 を 蓄 積 す る 。 接 続 履 歴 情 報 は 、 接 続 履 歴 情 報 送 信 部 ２ ６ に よ っ て 、 基 地 局
へ 送 信 さ れ る 。 図 ２ の Ｓ ２ ０ ２ の 処 理 を す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 最 後 に 、 本 発 明 に お け る 付 加 的 な 他 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
（ １ ） 転 送 基 地 局 選 択 部 １ １ ３ は 、 複 数 の 宛 先 基 地 局 及 び 転 送 基 地 局 の 中 で 、 当 そ の 移 動
端 末 と の 接 続 回 数 及 び 最 新 接 続 日 時 に 応 じ て 、 優 先 的 に 転 送 基 地 局 を 選 択 す る 。 こ の 場 合
、 接 続 情 報 は 、 移 動 端 末 Ｉ Ｄ 毎 に 、 各 基 地 局 に 対 す る 接 続 回 数 及 び 最 新 接 続 日 時 の 情 報 を
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含 む 。
【 ０ ０ ７ １ 】
（ ２ ） 基 地 局 の デ ー タ 送 信 部 １ ２ は 、 接 続 情 報 及 び 位 置 情 報 も 、 他 の 基 地 局 へ 送 信 す る た
め に 、 移 動 端 末 へ 送 信 す る 。 こ れ に よ り 、 接 続 情 報 及 び 位 置 情 報 も 、 基 地 局 間 で 同 じ に す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
（ ３ ） 移 動 端 末 は 、 接 続 履 歴 情 報 と 共 に 、 空 き 容 量 情 報 も 基 地 局 へ 送 信 す る 。 こ れ に よ り
、 基 地 局 は 、 空 き 容 量 の 少 な い 移 動 端 末 へ 、 デ ー タ 転 送 を 担 わ せ な い よ う に す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
（ ４ ） 移 動 端 末 は 、 そ の 後 の 移 動 先 情 報 を 、 基 地 局 へ 送 信 す る 。 こ れ に よ り 、 基 地 局 は 、
そ の 移 動 先 の 転 送 基 地 局 を 優 先 的 に 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
（ ５ ） 移 動 端 末 を 媒 体 と し て デ ー タ を 転 送 す る た め に 、 送 信 元 端 末 と 宛 先 端 末 と の 間 で デ
ー タ を 暗 号 化 し て 秘 匿 性 を 確 保 す る 。 例 え ば 、 公 開 鍵 暗 号 に よ る 電 子 署 名 を デ ー タ に 付 加
す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 以 上 、 詳 細 に 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の デ ー タ 転 送 方 法 、 基 地 局 、 移 動 端 末 及 び プ ロ グ
ラ ム に よ れ ば 、 移 動 端 末 を デ ー タ 転 送 の 媒 体 と し て 、 基 地 局 間 で デ ー タ 転 送 を す る 場 合 に
、 適 切 な 経 路 を 選 択 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク 全 体 に か か る 負 荷 を 低 減 す る こ と が で き る 。 特 に 、
基 地 局 間 の 基 幹 ネ ッ ト ワ ー ク の 障 害 が 発 生 し て も 、 移 動 端 末 の 接 続 情 報 と 、 基 地 局 の 位 置
情 報 を 用 い る こ と に よ り 、 適 切 な 経 路 を 選 択 す る こ と が で き 、 デ ー タ の 到 達 可 能 性 を 高 め
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 前 述 し た 本 発 明 に お け る 種 々 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 当 業 者 は 、 本 発 明 の 技 術 思 想 及 び 見
地 の 範 囲 に お け る 種 々 の 変 更 、 修 正 及 び 省 略 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 前 述 の 説 明 は あ
く ま で 例 で あ っ て 、 何 ら 制 約 し よ う と す る も の で は な い 。 本 発 明 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 及 び
そ の 均 等 物 と し て 限 定 す る も の に の み 制 約 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の シ ス テ ム に お け る 移 動 端 末 の 移 動 を 表 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に お け る シ ー ケ ン ス 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 移 動 端 末 の 移 動 範 囲 を 表 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に お け る 基 地 局 及 び 移 動 端 末 の 機 能 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 １ 　 基 地 局
　 １ １ 　 デ ー タ 送 信 判 定 部
　 １ １ １ 　 宛 先 基 地 局 導 出 部
　 １ １ ２ 　 転 送 基 地 局 導 出 部
　 １ １ ３ 　 転 送 基 地 局 選 択 部
　 １ ２ 　 デ ー タ 送 信 部
　 １ ３ 　 デ ー タ 受 信 部
　 １ ４ 　 転 送 デ ー タ 蓄 積 部
　 １ ５ 　 接 続 情 報 蓄 積 部
　 １ ６ 　 位 置 情 報 蓄 積 部
　 １ ７ 　 接 続 履 歴 情 報 受 信 部
　 １ ８ 　 接 続 情 報 受 信 部
　 １ ９ 　 位 置 情 報 受 信 部
　 ２ 　 移 動 端 末
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　 ２ １ 　 デ ー タ 送 信 判 定 部
　 ２ ２ 　 デ ー タ 送 信 部
　 ２ ３ 　 デ ー タ 受 信 部
　 ２ ４ 　 転 送 デ ー タ 蓄 積 部
　 ２ ５ 　 接 続 履 歴 蓄 積 部
　 ２ ６ 　 接 続 履 歴 情 報 送 信 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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